
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
者
に
関
わ
る
労
災
認
定
基
準
の
改
正
な
ど
を
求
め
る
意
見
書 

 
「
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
」(

Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ)

は
、
交
通
事
故
や
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
な
ど
に
よ
り
、
頭
部
に
衝
撃
を
受
け
た
際
、
脳
内
の
情
報
伝
達
を
担
う

「
軸
索
」
と
呼
ば
れ
る
神
経
線
維
が
断
裂
す
る
な
ど
し
て
発
症
す
る
病
気
で
あ
り
ま
す
。「
軽
度
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
記
憶
力
・
理
解
力
・

注
意
力
の
低
下
を
は
じ
め
、
て
ん
か
ん
な
ど
の
意
識
障
害
、
手
足
の
麻
痺
な
ど
、
症
状
は
神
経
系
に
複
雑
多
様
な
異
常
を
き
た
す
も
の
で
あ
り
、
重

症
の
場
合
は
寝
た
き
り
の
生
活
と
な
り
ま
す
。 

平
成
十
九
年
の
世
界
保
健
機
関
の
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
の
患
者
は
年
間
約
九
百
万
人
に
上
る
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
そ
の

対
策
が
急
ぎ
求
め
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
病
気
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
検
査
で
は
異
常
が
見
つ
か
り
に
く
い
た
め
、
誤
っ
た
診
断
を
受
け
て
、
労
災
保
険
や
自
賠
責
保
険
に
よ
る
補

償
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
多
く
、
さ
ら
に
は
、
本
人
も
周
囲
も
こ
の
病
気
を
認
知
で
き
な
い
た
め
に
誤
解
を
生
じ
、
悩
み
苦
し
む
ケ
ー
ス
も
多
く
、

働
け
な
い
場
合
に
は
経
済
的
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。 

よ
っ
て
、
中
央
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
、
強
く
要
請
し
ま
す
。 

 

一 

Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
の
た
め
働
け
な
い
場
合
、
労
災
の
障
害
（
補
償
）
年
金
が
支
給
で
き
る
よ
う
、
労
災
認
定
基
準
を
改
正
す
る
こ
と
。  

二 

労
災
認
定
基
準
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
不
正
防
止
の
た
め
、
画
像
に
代
わ
る
外
傷
性
脳
損
傷
の
判
定
方
法
と
し
て
、
他
覚
的
・
体
系
的
な
神

経
学
的
検
査
法
を
導
入
す
る
こ
と
。  

三 

Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
に
つ
い
て
、
国
民
を
は
じ
め
教
育
機
関
へ
の
啓
発
・
周
知
を
図
る
こ
と
。  

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
中
央
区
議
会
の
総
意
を
も
っ
て
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
五
年
七
月
三
日 
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